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（謝辞)気象庁，防災科学技術研究所の強震記録を使用させていただきました。



震度

気象庁
震度データ
ベースより

2022.3.16
M7.4 (Mw7.4)

2021.2.13
M7.3 (Mw7.1)

震度６強
宮城県
蔵王町円田*
福島県
相馬市中村*
国見町藤田*
新地町谷地小屋*

震度６強
宮城県
登米市米山町*
登米市南方町*
登米市迫町*
蔵王町円田*
福島県
相馬市中村*
国見町藤田*
南相馬市鹿島区
西町*



2022年福島県沖の地震：福島県・宮城県の揺れの分布
●防災科研
▼気象庁

（記録が公開されている地点のみ）

計測震度
最大加速度(cm/s/s)
（短周期の揺れの尺度）

最大速度(cm/s)
（長周期の揺れの尺度）



(参考）
2021年福島県沖の地震：福島県・宮城県の揺れの分布

●防災科研
▼気象庁
▲⾃治体

計測震度
最大加速度(cm/s/s)
（短周期の揺れの尺度）

最大速度(cm/s)
（長周期の揺れの尺度）



水平最大速度と最大加速度の関係

A/V比が大きい
=短周期卓越震度6弱以上の記録一覧

（気象庁・防災科研）



福島県の震度6弱以上の記録の応答スペクトル（気象庁・防災科研）

• 建物の構造被害に影響すると指摘されている周期1s強（境他，2002）の成分は過去の大被災域の記録に達していない
• 短周期(周期0.5s程度以下)の振幅は同等の地点がある。→外装材や屋根，設備機器，ブロック塀などの被害。



宮城県の震度6弱以上の記録の応答スペクトル（気象庁・防災科研）

• 建物の構造被害に影響すると指摘されている周期1s強（境他，2002）の成分は過去の大被災域の記録に達していない
• 短周期(周期0.5s程度以下)の振幅は同等の地点がある。→外装材や屋根，設備機器，ブロック塀などの被害。
• 福島県よりも長周期成分が大きい→平野による増幅？



2021年福島県沖，東北地方太平洋沖地震との比較

相馬(FKS001)伊達(FKS002)

仙台(47590五輪)

白石(MYG016)

古川
(41209)

山元(MYGH10)

宮城県：2011>2022≥2021

福島(県境付近)：2022>2011~2021



• 2021年福島県沖の地震と共通：
• 宮城県・福島県境付近の揺れが大きい。
• 最大加速度／最大速度比が大きく，短周期卓越型の
記録が多い（深いスラブ内地震によくみられる）。

• 建物の構造被害に影響すると指摘されている周期1s
強の成分は過去の大被災域の記録に達していない。

• 短周期(周期0.5s程度以下)の振幅は同等の地点があ
り，外装材や屋根，室内被害（設備機器），ブロッ
ク塀などの被害と関係。

• 2021年福島県沖の地震との相違
• 揺れの大きさは2021年を上回る地点が多い。
• 宮城県北部まで震度６強，長周期成分も(相対的に)大
きい。

地震動の特徴

注）今回用いた記録に，自治体の震度計で震度６強の地点は含まれていません。


